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要約：本研究これまで、ロバストデザインの教育事例を開発検討してきた。今回の適用課題は、購買力平価
について、為替と海外物価について T法で解析して、それがうまく解析できるかを確かめたものである。今
後も、新しいロバストテーマについて教育教材の開発検討を行っていく。 

１．はじめに
T法はパターン認識の技法である。今回為替と

購買力平価について、ビッグマック指数などが提
案されている。そこで、為替レートと物価に着目
し、これを解析してみることとした。データはこ
の 1年間のジェトロセンサー1）の毎月に調査され
ている海外物価データと為替を対比して、パター
ン認識の手法である T法を用いて、解析すること
を試みた。2）～ 14）

２．単位空間と信号について
単位空間と信号の考えを図 1に示す。
単位空間は異常でないデータであり、ここでは
主に平均値をとって、単位空間と考える。
単位空間以外のデータは信号すなわち異常の種

類が明らかなサンプルとして扱い、T法を適用す
るデータの無いものは、未知データとして解析す
ることにした。

３．購買力平価と元データの処理
購買力平価とは外国為替レートの決定要因を説

明する概念のひとつである。
購買力平価＝基準の為替レート＊ A国の物価
指数 /B国の物価指数で表される。
各項目の中で、主食料はメイズ、パスタ、パ

ン、ジャガイモ、米などと地域によりいろいろと
あるので、カロリーベースで換算し、主食として
統一した。
また、為替については円建てのままとその逆数
をとって、2つのケースについて、検討をしてみ
た。

図 1　単位空間と信号の考え方
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表 1　地域、時期、海外価格要素、GDP、為替、
為替逆数の一覧表（ジェトロセンサー2009、
2010各月号より、作成）

− 123 −



これに T法を適用し、評価してみる。
単位空間は平均値に近いものを採用した。

単位空間は異常でないデータであり、ここでは
主に平均値をとって、単位空間と考える。
単位空間の基準化を行う。xとMを各々平均

値を引き、再設定する。
特性値の利得での SN比の要因効果図と SN比
の利得の数値は図 2、表 2のようになる。

そこで、このプラスの 5項目を選んで、真値の
推定を行ってみる。 （図 3参照）

ここで SN比 -32.2141、感度 -0.03032である。
真値の近似式は 0点を通る 45度の直線に近い。
しかし、少しばらつきが大きい。

４．�為替レートの逆数をとり、T法を適用
した結果

そこで、単位空間の基準化を行う。xとMを
各々平均値を引き、再設定する。
特性値の利得での SN比の要因効果図と SN比
の利得の数値は図 4、表 4のようになる。

図 2　為替の SN比の利得の要因効果図

図 4　為替逆数の要因効果図

図 3　為替の真値と推定値の比較
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利得順位 ソート結果 利　　得 要素
1 9 7.260405 ビール
2 21 7.260405 GDP
3 12 2.523029 ガソリン
4 14 1.503267 携帯
5 2 1.503267 月
6 13 -0.32015 タクシ
7 1 -0.32015 年
8 15 -0.43997 携帯通話
9 3 -0.43997 主食

10 20 -0.51741 ベビーシッ
ター

11 8 -0.51741 ミネラルウ
ヲ－ター

12 4 -0.57582 卵
13 16 -0.57582 アパート
14 10 -0.60248 スーツ
15 6 -0.73429 ショウユ
16 18 -0.73429 映画

17 7 -0.77267 ハンバー
ガー

18 19 -0.77267 ゴルフ
19 11 -0.82755 電気料金
20 5 -1.09362 牛肉
21 17 -1.09362 車

表 2　為替からの SN比利得順位
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そこで、このプラスの 9項目を選んで、真値の
推定を行ってみる。 （図 5参照） 

ここで SN比 3.73412、感度 -0.00161である。
真値の近似式は 0点を通る 45度の直線に近い、
点の合い方はずっと良いことが分かる。
大幅に改善されている。
 
５．各物品項目のGDPに対する傾向比較
為替に効く各物品の GDPに対する傾向を以下

の図 6－ 15に示す。為替は、基本的に GDPとほ
ぼ比例関係になっている。

図 5　為替レート逆数の真値と推定値の比較

図 6　ビールの価格と GDP

図 7　ハンバーガー価格と GDP

図 8　ハンバーガーの現地価格
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利得順位 ソート結果 利　　得 要素
1 9 1.927958 ビール
2 21 1.927958 GDP
3 6 1.868611 ショウユ
4 18 1.868611 映画
5 12 0.971587 ガソリン
6 19 0.276609 ゴルフ

7 7 0.276609 ハンバー
ガー

8 15 0.012187 携帯通話
9 3 0.012187 主食
10 10 -0.11352 スーツ
11 17 -0.15081 車
12 5 -0.15081 牛肉
13 11 -0.20622 電気料金
14 2 -0.21203 月
15 14 -0.21203 携帯

16 20 -0.51188 ベビーシッ
ター

17 8 -0.51188 ミネラルウ
ヲ－ター

18 13 -0.56451 タクシ
19 1 -0.56451 年
20 4 -0.73831 卵
21 16 -0.73831 アパート

表 4　為替逆数の SN比の利得順位
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６．為替と物価の問題点
為替レートの逆数は T法によりビール、ショウ
ユ、映画、ガソリン、ゴルフ、ハンバーガー、携
帯通話、主食と GDPにより、表現できることが
分かった。ほぼ合っていることが理解できる結果
である。
日本の為替について、ザインエレクトニクス社
の飯塚社長は日本が 90年代から不調の原因の一
つは「為替戦略の失敗（購買力平価より 3割高い為
替）で、外需を失い、内需を育てる知恵がない。」
と述べている。15）

そこで、上記の T法計算に日本の高知の近所

図 9　GDPと為替レート 図 13　GDPと映画の価格

図 10　GDPと主食価格 図 14　GDPと携帯通話の価格

図 11　GDPとガソリン価格 図 15　GDPとショウユ価格

図 12　GDPとゴルフ価格
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のスーパー等から価格を調べて、その物価を入れ
て追加評価計算をしてみた。その結果、円の推定
値は今の 1円が 0.51円の物価価値であるという
結果になった。日本の物価は円の価値よりも、5
割高く買わされているようである。飯塚社長 の
指摘が正しいのではないかという推測結果となっ
た。

７．まとめ
最後に、今後 T法の理解を深めてゆきたい。ま
た、この方法を学生にマネジメントとしての意思
決定のやり方を教える道具として、活用できれば
と考えている。
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Development of Educational Examples 
in Quality Engineering（8）：

Analysis of Purchasing Power Parity Theory  
from Product prices data in applying T method

Shinji Yamaguchi
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Abstract: I developed the educational examples of  Robust design. I focused purchasing parity theory from the products 
data from Jetro senser book . So, I analyze data. The results show that reciprocal of trade rate can be represented by some 
products .
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